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特集　ヒトを情報通信処理可能にすることをめざすNTT人間情報研究所の取り組み

■NTTデータ 技術革新統括本部

　

人工知能（AI）が自然言語で書か
れた文章を読み、その意味を理解で
きるようにすることは自然言語処理
分野における主要な研究目標であ
る。人間研では情報検索や対話・質
問応答サービスのさらなる発展を目
指して、機械読解（Machine Reading 

Comprehension ; MRC）と呼ばれる
研究テーマに取り組んで来た。この
タスクでは、学生が読解力の試験問
題を解くように、あるテキストに関
する質問に AIが正しく答えられる
かどうかが評価される。ルールベー
スや知識ベースに基づく質問応答と

比べて、機械読解は質問に応答す
るために必要な知識源としてテキ
ストを用いることが特徴である。
機械読解の研究は、一部の評価
データセットにおいては人間より
も AIが優れた精度を実現するな
ど大きく発展してきた。しかし、
実用化を目指すにあたっては、機
械読解モデルがテキスト情報しか
理解できないという大きな問題が
ある。我々が普段扱っている PDF文
書やプレゼンテーションスライドに
は、言語情報のみならず、レイアウ
ト情報、文字の大きさ・色、図表な
ど様々な視覚的要素が含まれてい
る。文書を視覚的に読み解く能力の
実現は、オフィス作業や日常生活を

支援する AIの発展に向けて必要不
可欠と言える。
そこで人間研では、文書画像に対
する機械読解について VisualMRCと
いう、Webページに対する自由記述
型の質問応答データセットを構築し
た [1]。文書レイアウトの理解向上に
向けて、文書内の領域をタイトル・
段落・リスト・画像・キャプション
など 9クラスに分類してアノテー
ションした点が特徴である（図 1）。
さらに、文書レイアウトを考慮可
能な視覚的機械読解モデルの実現に
向けて、事前学習済の大規模言語モ
デルをベースに、物体認識技術を適
用して検出した文書中の領域
（Region Of Interest；ROI）と、さ
らに文字認識（OCR）技術を適用
して抽出したトークンの位置・外観
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図１　VisualMRCデータセットの例
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情報を追加入力とするモデルを提案
した（図 2）。この技術は人間の質
問応答精度にはまだ及ばないもの
の、テキストのみを考慮するモデル
に比べて性能が向上することが確認
されている [1]。

人間研は、テキストのレイアウト
情報を理解する視覚的機械読解モデ
ルの取り組みを発展させ、2021年
の国際会議 ICDAR（International 

Conference on Document Analysis 

and Recognition）にて開催されたイ
ンフォグラフィック文書の読解を行
う InfographicsVQAコンペティショ
ンに参加した。
インフォグラフィックとは、情報・
データ・知識を視覚的にわかりやす
く表現した文書であり、情報を素早
く簡単に表現したい場面で用いられ
る。本コンペティションにおける質
問応答の例を図 3に示す。図 3の
Q 1に回答するためには、文書中段
右側のアイコンが女性を意味するこ
とを理解しなければならない。また、
Q2に回答するためには、100 - 60 

= 40を理解する必要がある。この

ように、インフォグラフィック文書
を読み解き与えられた質問に対して
回答するには、図表をはじめとした
視覚情報の理解、テキストと視覚情
報を併せた配置関係の理解、算術演
算など複合的な能力が必要となり、
挑戦的な課題と言える。
人間研では、インフォグラフィッ
ク文書読解モデルとして IG-BERTを
提案した [2]。本モデルは、Visual 

MRCを用いて確立した視覚的機械
読解モデルで得た知見をベースに
し、アイコンの物体検出の強化と、
演算の理解を促進させるために計算

過程の理解を促進させる新たなデー
タ拡張手法の導入を行っている。
これらの工夫により、IG-BERT

は InfographicsVQAコンペティショ
ンにおいて同程度のモデルサイズの
中で最も高い性能を実現し、18チー
ム 337投稿中 2位に入賞、runner-

upを受賞することができた。

視覚的機械読解は、世界に多数存
在する視覚的に表現された文書を知
識源として質問応答を行う AIの開
発に寄与し、人と AI の共生社会を
実現するための鍵となる技術の 1つ
である。今後も実践的な課題に挑戦
を続け、AIによる視覚・言語の融合
理解を推進して行くことを目指す。
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Q1. How many females are 
affected by diabetes｠
A1. 3.6%
｠
Q2. What percentage of 
cases can not be prevented｠
A2. 40% (100 ‒ 60)
｠

図 3　インフォグラフィック文書読解の例
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